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S U B A R Uグループの歩み
　S U B A R Uは、飛行機研究所をルーツとし、独創性に富んだ技術を育み続けるとともに、
時代の大きな変化に対応すべく、さまざまな業務提携を通じて、
企業価値を向上させてきました。これまでのS U B A R Uグループの歩みを紹介します。

歴代取扱い車種

1958

1961

スバル360発売

スバルサンバートラック発売

1969

1971

1966

R-2発売

スバル1000 4ドアセダン発売

レオーネクーペ発売

1977

1983

1972

ブラット発売

レックス発売

ドミンゴ発売

1985

1989

1984

アルシオーネ発売

ジャスティ発売

レガシィシリーズ発売

1953
富士重工業株式会社設立
航空機生産と自動車の開発を開始

1960 群馬本工場開設

1960 株式、東京証券取引所に上場

1966 いすゞ 自動車（株）と業務提携調印

1968 SOA（スバル オブ アメリカ）設立

1968 いすゞ 自動車（株）と業務提携解消

1968 日産自動車（株）と業務提携調印

1968
スノーモービル用ロビンエンジン、
米・ポラリス社に輸出開始

1969 矢島工場稼働開始

1972
世界初の量産乗用4WD
「レオーネ4WDエステートバン」発売

1978 ボーイング社と767の事業契約を締結

1983 大泉工場本格稼働

1987
世界初の電子制御・無段変速システムECVT搭載 
「ジャスティ」発売

1987
いすゞ 自動車（株）と合弁により、
米国にSIA（スバル・いすゞ オートモーティブインク）設立

1917 飛行機研究所を設立

1931 中島飛行機設立

1945
中島飛行機を
富士産業（株）と改称

1946年
ラビットスクーター1号車誕生
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1992

1997

1992

インプレッサシリーズ発売

ヴィヴィオ発売

フォレスター発売

2003

2005

1998

アウトバック発売

プレオ発売

B9トライベッカ発売

2012

2012

2008

SUBARU BRZ発売

エクシーガ発売

SUBARU XV発売

2014

2018

2014

WRX発売

レヴォーグ発売

ASCENT発売

1989 SCI（スバル カナダ）設立

1989 スバル研究実験センター（SKC）完成

1990 SOA（スバル オブ アメリカ）を100％子会社化

1991 ボーイング777プログラムに参画

1993 半田工場稼働

1999 米国ゼネラルモーターズ（株）（GM）と資本・業務提携

1999 スズキ（株）と業務提携

2000 日産自動車（株）と業務提携を解消

2002 いすゞ とSIAの合弁解消と生産委託契約に正式調印

2003
レガシィが「2003-2004 日本カー・オブ・ザ・イヤー」を
受賞

2003
SIA（スバル オブ インディアナ オートモーティブ 
インク）を100％子会社化

2005
ボーイング787プログラムに参画。次期輸送機、
次期固定翼哨戒機の主翼を納入

2005
GMとの提携関係を解消、
トヨタ自動車と業務提携を結ぶことで合意

2007 SIAでトヨタ車（カムリ）の生産開始

2012 マレーシアでSUBARU XVのKD生産スタート

2012 軽自動車の生産終了。OEM車販売へ転換

2014 ボーイング777X開発・量産事業参画覚書調印

2016
SIAでのトヨタ カムリ受託生産終了
北米向けインプレッサ生産をSIAに移管

2016
新型インプレッサSPORT/G4が
「2016-2017 日本カー・オブ・ザ・イヤー」を受賞

2017 「株式会社S U B A R U」に社名変更

2017
S U B A R U汎用エンジン・発電機等の
生産・販売を終了

S U B A R Uは、別名「六連星（むつらぼし）」と
も呼ばれるおうし座の中にあるプレアデス星団
のことで、純粋な日本語です。富士重工業が中
島飛行機の流れをくむ5社の資本出資によって
設立されたことから、名付けられました。

S U B A R Uの由来
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